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「健康のまち」をまるごと体感 「健康のまち」をまるごと体感 
　これまでの町の取り組みを生かした都市の方との交流実験 
事業「健康体感ツアー」が、10月1日から2泊3日と5泊6日 
の4つのコースで１カ月間にわたり開催されました。 
　このツアーは､ミネラル野菜を収穫する農業体験､健康食や 
郷土料理の調理体験､アロマセラピーの学習､水泳などの多彩 
なメニューで行われ、参加者は自然豊かな「健康のまち西会 
津」をまるごと体感、田舎暮らしを満喫していました。 

　これまでの町の取り組みを生かした都市の方との交流実験 
事業「健康体感ツアー」が、10月1日から2泊3日と5泊6日 
の4つのコースで１カ月間にわたり開催されました。 
　このツアーは､ミネラル野菜を収穫する農業体験､健康食や 
郷土料理の調理体験､アロマセラピーの学習､水泳などの多彩 
なメニューで行われ、参加者は自然豊かな「健康のまち西会 
津」をまるごと体感、田舎暮らしを満喫していました。 
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野
沢
駅
前
通
り 

野沢駅 

野沢小 

公民館 

商業団地 

役場 

国道49号 

大久保街道 

野沢中央通り 

平成14年度 

◆街路灯整備区域◆ 

平成15年度 

街
路
灯
整
備
ス
タ
ー
ト
 

  

  

           　
街
路
灯
は
、
野
沢
中
央
通
り
と
駅
 

前
通
り
の
全
線
、
大
久
保
街
道
、
さ
 

ら
に
十
町
内
通
り
の
一
部
に
町
が
二
 

カ
年
で
整
備
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
 

下
図
の
よ
う
に
駅
前
通
り
を
除
く
区
 

域
の
整
備
を
行
い
、
駅
前
通
り
に
つ
 

い
て
は
、
十
五
年
度
に
道
路
整
備
と
 

あ
わ
せ
て
行
う
計
画
で
す
。
 

  　
整
備
す
る
街
路
灯
は
、
左
の
と
お
 

り
で
、
高
さ
は
約
五
　
、
一
灯
式
と
 

二
灯
式
タ
イ
プ
の
照
明
を
通
り
ご
と
 

         に
概
ね
三
十
　
間
隔
で
千
鳥
状
に
整
 

備
し
ま
す
。
町
で
は
、
年
度
内
の
完
 

成
を
め
ざ
し
、
工
事
を
進
め
て
い
き
 

ま
す
の
で
、
町
内
の
み
な
さ
ん
の
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
商
店
の
な
い
 

通
り
に
つ
い
て
は
、
各
町
内
が
地
区
 

ご
と
に
計
画
を
立
て
て
整
備
し
て
い
 

た
だ
く
方
法
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
各
町
内
に
整
備
費
の
負
 

担
が
生
じ
る
た
め
、
負
担
軽
減
の
た
 

め
の
補
助
制
度
創
設
を
来
年
度
に
向
 

け
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
企
画
調
整
課
　
 
 
│
４
５
３
６
 

  

45

メ
ー
 

ト
ル
 

メ
ー
 

ト
ル
 

街路灯を整備する野沢中央通り＝ 
写真上、街路灯の照明器具のイメ 
ージ＝下 

整
備
す
る
区
域
 

整
備
の
概
要
 

町
で
は
、
商
店
街
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
明
る
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
よ
り
誘
客
の
増
加
を
図
る
た
め
、
商
業
団
地
の
 

整
備
に
あ
わ
せ
、
野
沢
商
店
街
の
街
路
灯
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

野沢商店街 

街
路
灯
整
備
ス
タ
ー
ト

街
路
灯
整
備
ス
タ
ー
ト
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泥溜桝 

石積み 

石トンボとまり木 

水性植物 

木製デッキ 

井戸 

メダカ池（水深30～50cm） 砂場 

木　橋 

丸太ベンチ 

低木・草花植栽 高木植栽 
丸太杭に 
よる歩道 

池 

石積み 

チップ敷き園路 

堆肥置き場 

カブトムシ保育 滝口 

浄化・循環用桝 

小　丘 

ビオトープ園整備も開始 
  

  

  

  　
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
生
物
を
意
味
す
 

る「
ビ
オ
」と
、
場
所
を
示
す
「
ト
ー
 

プ
」
の
造
語
で
、
元
来
そ
こ
に
存
在
 

し
た
湿
地
や
池
、
河
川
な
ど
の
自
然
 

を
復
元
し
た
り
創
造
す
る
こ
と
を
い
 

い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
西
会
津
中
学
校
の
敷
地
 

内
に
西
会
津
の
生
態
系
の
モ
デ
ル
を
 

つ
く
り
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
 

に
生
態
系
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
 

も
ら
う
た
め
、
山
野
の
小
動
物
が
生
 

息
で
き
、
ま
た
、
四
季
の
変
化
が
も
 

た
ら
す
自
然
の
美
し
さ
を
日
常
的
に
 

体
感
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
 

す
。
 

  　
ビ
オ
ト
ー
プ
園
は「
雑
木
林
と
丘
」、
 

「
池
と
湿
地
」、「
小
川
と
水
辺
」、「
原
 

っ
ぱ
」
の
四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
 

整
備
し
ま
す
。（
計
画
図
は
上
の
と
お
 

り
）
 

　
雑
木
林
に
は
本
町
に
自
生
し
て
い
 

る
落
葉
樹
を
植
え
、
周
辺
に
は
低
木
 

や
草
花
も
植
栽
し
ま
す
。
 

　
池
は
、
小
川
に
水
が
流
れ
出
る
よ
 

う
整
備
す
る
と
と
も
に
隣
に
は
湿
地
 

等
も
整
備
し
、
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
、
 

ホ
タ
ル
な
ど
が
飛
び
交
う
環
境
を
つ
 

く
り
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
 

お
、
工
事
に
つ
い
て
は
年
度
内
の
早
 

期
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

ビ
オ
ト
ー
プ
園
と
は
 

整
備
の
概
要
 

ビオトープ園を整備す 
る西会津中学校の本校 
舎棟北側エリア（工事 
前の様子）＝写真上 

　町議会臨時会が１０月 
３日に招集され、提案さ 
れた議案は原案のとおり 
可決されました。 
 
◆旧西会津中学校建物 
　撤去工事請負契約の 
　締結について 

10月臨時議会 

　平成15年度の補助事業として国に要望していた西会津中学校の「ビオトープ園」整備事業が、今年度前倒し 

採択となりました。計画より１年早く整備するビオトープ園の概要についてお知らせします。 

ビオトープ園整備も開始 
西会津中学校周辺整備  
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歳入総額　77億5,266万4千円 

地方交付税 ■地方交付税 
国税のうち所得税、法人 
税、酒税、消費税、たば 
こ税の一定割合を地方公 
共団体が行うべき事務を 
等しく実施できるよう一 
定の基準により国から交 
付されたお金 
 
■町債 
工事など大きな事業を行 
うために借り入れたお金 
 
■県支出金・国庫支出金 
事業に対する国や県から 
の補助金など 
 
■その他 
地方譲与税など 
 
■町税 
町民のみなさんが納めた 
税金 
 
■繰入金 
各種基金等から一般会計 
に繰り入れたお金 
 
■繰越金 
前年度から繰り越したお 
金 
 
■使用料・手数料 
公共施設の使用料や戸籍 
などの交付手数料 
 
■その他 
分担･負担金､諸収入など 

34億1,465万6千円 
（44.0％） 

町　債 13億8,210万円 
（17.8％） 

県支出金 7億2,770万2千円 
（9.4％） 

国庫支出金 6億125万5千円 
（7.8％） 

その他 2億7,861万9千円 
（3.6％） 

町税 6億371万円 
（7.8％） 

繰入金 3億139万7千円 
（3.9％） 

繰越金 2億1,513万2千円 
（2.8％） 

使用料・手数料 1億4,623万5千円 
（1.9％） 

その他 8,185万8千円 
（1.0％） 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

  

  

  

           　
町
は
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算

に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
十
三
年
度
は
、
西
会
津
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
や
移
動
通
信
用

鉄
塔
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
繰
越
事

業
が
あ
っ
た
も
の
の
、
予
算
に
計
上

し
て
い
た
事
業
は
計
画
的
に
実
施
し

ま
し
た
。
 

　
主
な
も
の
は
、
西
会
津
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
、
図
書
室
棟
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
築
事
業
と
備
品
等
の
整

備
で
約
十
億
八
千
万
円
、
地
域
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
社
会
福
祉
施
設

等
の
整
備
事
業
で
約
五
億
四
千
万

円
、
バ
ス
交
通
体
系
整
備
事
業
で
約

八
千
万
円
、
松
尾
萱
本
停
車
場
線
な

ど
町
道
整
備
事
業
で
約
三
億
二
千
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
補
助
事
業
の
導
入
や
返
済
額
の

大
半
を
地
方
交
付
税
で
交
付
さ
れ
る

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
有
利
な
借

入
金（
町
債
）の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
 

財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。
 

 　
ま
た
、
西
会
津
中
学
校
整
備
事
業

な
ど
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
大

規
模
な
事
業
を
行
っ
た
一
方
で
、
効

率
的
な
事
業
の
実
施
や
経
常
経
費
の

節
減
に
よ
り
、
災
害
な
ど
万
一
の
支

出
に
備
え
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金

の
残
高
を
ほ
ぼ
前
年
度
程
度
確
保
し

ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
七
十
七
億
五
千
二
百
六
十

六
万
四
千
円
、
歳
出
総
額
は
七
十
五

億
七
千
三
百
二
十
七
万
六
千
円
と
昨

年
に
引
き
続
き
大
規
模
な
決
算
と
な

り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌
年

度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
あ
て
る
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
額

は
一
億
二
千
九
百
七
十
七
万
四
千
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

数「
経
常
収
支
比
率
」は
、
地
方
交
付

税
が
大
き
く
減
額
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
前
年
度
よ
り
や
や
指
数
が
上
昇
し
、
 

七
四
・
七
　
と
な
り
ま
し
た
が
、
適

正
値
と
さ
れ
る
七
〇
か
ら
八
〇
　
の

範
囲
内
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
指
数

は
高
く
な
る
ほ
ど
弾
力
性
が
な
く
な

り
、
災
害
な
ど
の
万
一
の
支
出
に
十

分
な
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
比
率
が
高
い
と
ほ
か
の
事

業
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
と

い
わ
れ
る
健
全
性
を
示
す
指
数
「
公

債
費
比
率
」
は
十
五
・
九
　
と
な
り
、
 

引
き
続
き
健
全
な
財
政
を
維
持
し
ま

し
た
。
 

一
般
会
計
 

特
集
 町

の
家
計
簿
 

平
成
13
年
度
決
算
報
告
 

 
町
で
は
、
予
算
の
使
わ
れ
方
や
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
 

る
の
か
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
「
町
 

の
財
政
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
月
号
で
は
、
九
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
十
三
年
 

度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

し
ま
す
。
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
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歳入総額 特　別　会　計 

工業団地造成事業 

商業団地造成事業 

住宅団地造成事業 

下水道施設事業 

農業集落排水処理事業 

老人保健 

　　　　　　事業勘定 

　　　　　　診療施設勘定 

介護保険 

介護老人保健施設 

簡易水道等事業 

　　　　　　収益的収支 

　　　　　　資本的収支 

2 

126,993 

76,981 

387,707 

126,199 

1,341,851 

884,716 

468,156 

554,604 

287,965 

113,787 

179,521 

0

0 

126,228 

49,942 

386,271 

125,341 

1,339,235 

818,981 

436,201 

544,739 

236,595 

106,661 

176,147 

38,522

2 

765 

27,039 

1,436 

858 

2,616 

65,735 

31,955 

9,865 

51,370 

7,126 

3,374 

△38,522
水道事業 

国民健康 

保　　険 

歳出総額 差 引 額  
千円 千円 千円 

■人件費 
町職員給与、町議会議員 
・各種委員会委員の報酬 
など 
 
■公債費 
事業を行うために借り入 
れたお金の返済金 
 
■扶助費 
法令に基づき扶助を受け 
ることができる方に支出 
した経費、児童手当など 
 
■普通建設事業費 
西会津中学校や道路など 
の建設に要した経費 
 
■災害復旧事業費 
道路や農地などの災害復 
旧に要した経費 
 
■物件費 
消耗品、業務委託料など 
 
■補助費等 
団体などに対する負担金、 
補助金など 
 
■繰出金 
特別会計や基金に繰り出 
した経費 
 
■その他 
維持補修費、積立金など 

一般会計目的別歳出内訳 
■教育費 
15億3,831万1千円（20.3％） 
■民生費 
12億8,308万7千円（16.9％） 
■総務費 
12億3,393万1千円（16.3％） 
■公債費 
10億1,295万7千円（13.4％） 
■土木費 
6億8,101万5千円（9.0％） 
■農林水産業費 
6億2,770万2千円（8.3％） 
■衛生費 
4億6,587万6千円（6.1％） 
■消防費 
2億4,970万3千円（3.3％） 
■災害復旧費 
2億456万2千円（2.7％） 

■商工費 
1億7,534万1千円（2.3％） 
■議会費 

9,508万8千円（1.3％） 
■労働費 

570万3千円（0.1％） 

歳出総額　75億7,327万6千円 

人件費 10億4,296万円 
（13.8％） 

公債費 10億1,295万7千円 
（13.4％） 

扶助費 1億1,302万6千円 
（1.5％） 

普通建設事業費 25億2,413万5千円 
（33.3％） 

災害復旧事業費 2億456万2千円 
（2.7％） 

物件費 9億5,541万1千円 
（12.6％） 

補助費等 7億3,306万7千円 
（9.7％） 

繰出金 5億9,822万円 
（7.9％） 

その他 3億8,893万8千円 
（5.1％） 

一
般
的
経
費 

投
資
的
経
費 

義
務
的
経
費 

地域ふれあいセンター 

町民バス 

会津中学校屋内運動場（体育館） 

  

  

  

　
今
後
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減

額
や
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
町
税

の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
町
の

財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
源

の
確
保
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

を
よ
り
一
層
推
進
し
、
経
費
の
節
減

と
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
健
全
で
柔
 

軟
性
の
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
 

  　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
十
一
の
特
別

会
計
の
決
算
は
、
次
表
の
と
お
り
で

い
ず
れ
の
会
計
も
予
定
し
て
い
た
事

業
を
ほ
ぼ
計
画
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

特
別
会
計
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商業団地 

  

  

  

  

  

主な 
使いみち 
全会計 
歳出総額 119億5,814万円 

平
成
　
年
度
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主な財産の動きと所有状況 
一般会計・特別会計 

　　 　 特別会計 
商業団地造成事業（駐 
車場・照明灯・公衆便所） 
　　　　　　7,663万円 
下水道施設事業（野沢 
処理区） 
　　　　3億1,401万円 
農業集落排水処理事業 
（笹川地区） 
　　　　　　3,558万円 

総　務　費 
生活路線バス運行維持対策事業 
町民バス購入費（中型２台･小型１台） 
さゆり公園公衆便所水洗化工事 
ケーブルテレビ運営事業 
行政情報システム整備事業 
参議院議員通常選挙費 
 
民　生　費 
社会福祉施設等整備事業（地域ふれあいセンター・ 
高齢者グループホーム） 
在宅介護支援センター運営事業委託料 
老人福祉施設運営費補助金 
シルバー人材センター活動費補助金 
介護予防･生活支援事業 
在宅介護者リフレッシュサービス事業 
乳幼児医療費助成費（社保･国保） 
保育所業務委託料 
 
衛　生　費 
各種検診事業（基本健診･胃がん･肺がん他） 
高齢者インフルエンザ予防接種事業 
ごみ収集運搬委託料 
 
農林水産業費 
中山間地域等直接支払事業補助金 
農村総合整備事業（松尾地区集落排水） 
林道整備事業（開設３・改良１路線） 
 
土　木　費 
除雪費 
町道整備事業（改良12・舗装２路線） 
 
消　防　費 
消防施設･設備整備事業（ポンプ庫１棟･防火水槽 
３基･ポンプ２台･ホース乾燥塔２基） 
 
教　育　費 
英語指導助手招致事業 
スクールバス購入費（中型２台･小型２台） 
町史編さん費 
西会津中学校整備費（図書室棟･屋内体育館･給食 
センター等） 
西会津中学校整備費（備品･消耗品） 
 
災害復旧費 
農地農業用施設（過年災11･現年災41カ所） 
林道施設（過年災１･現年災２カ所） 
道路河川（過年災３･現年災12カ所） 

 
2,619万円 
3,289万円 
1,428万円 
9,876万円 
5,672万円 
1,041万円 

 
 
 

5億4,162万円 
1,096万円 
1,714万円 
490万円 
580万円 
348万円 
809万円 

1億5,480万円 
 
 

4,122万円 
783万円 
3,696万円 

 
 

5,856万円 
3,281万円 
1億886万円 

 
 

1億2,203万円 
3億1,697万円 

 
 
 

2,330万円 
 
 

1,328万円 
4,181万円 
846万円 

 
10億2,564万円 

5,524万円 
 
 

6,645万円 
1,660万円 
8,493万円 

土　地 

建　物（延べ） 

有価証券 

出資金 

財政調整基金 

減債基金 

庁舎整備基金 

ふるさと振興基金 

生きがい福祉基金 

介護保険円滑導入基金 

中山間地域振興基金 

ふるさと水と土保全基金 

小中学校交流基金 

統合中学校備品整備基金 

　　　　　　　土地 

　　　　　　　出資金 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　貸付金 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　肉用牛 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　貸付金 

　　　　　　　現金･預金 

国民健康保険給付費支払準備基金 

介護給付費準備基金 

下水道排水設備工事費貸付基金 

乗用車 

貨物自動車 

マイクロバス 

スクールバス 

特殊自動車 

消防ポンプ自動車・積載車 

㎡ 

〃 

万円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

㎡ 

万円 

〃 

〃 

〃 

頭 

万円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

台 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

924,435 

69,935 

3,435 

22,805 

45,843 

7,528 

2,951 

10,920 

12,139 

1,969 

1,451 

848 

2,800 

5,380 

4,029 

194 

12,891 

218 

776 

11 

548 

378 

22 

32,725 

780 

1,250 

22 

20 

6 

7 

19 

28

△ 4,252 

3,338 

0 

10 

△ 625 

△ 711 

7 

28 

△ 4,000 

△ 1,969 

△ 497 

△ 48 

0 

△ 4,680 

9,709 

0 

△ 3,010 

△ 18 

19 

△ 2 

118 

△ 43 

43 

△ 3,000 

139 

3 

1 

△ 1 

0 

7 

0 

0

920,183 

73,273 

3,435 

22,815 

45,218 

6,817 

2,958 

10,948 

8,139 

0 

954 

800 

2,800 

700 

13,738 

194 

9,881 

200 

795 

9 

666 

335 

65 

29,725 

919 

1,253 

23 

19 

6 

14 

19 

28

土地開発 
基金 

生活援助 
貸付基金 

区　分 単位 増　減 

肉用牛特 
別導入事 
業基金 
高額療養費 
支払資金貸 
付基金 

12年度末 
現 在 高 

13年度末 
現 在 高 
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給料・各種手当等 

給
与
の
公
表
 

町
職
員
の
 

　
町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く
人
事
院
や
県
人
事
委
員
会
 

の
勧
告
、
さ
ら
に
国
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
、
 

町
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
平
 

成
十
三
年
度
決
算
と
合
わ
せ
職
員
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
数
値
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
で
実
施
 

さ
れ
た
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
や
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
な
ど
に
 

基
づ
い
て
い
ま
す
。
 

※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務 
※職員数は左上表の職員数合計（146人）から税務職（８人）、医師（１人）、医療技術（５人）、保健・看護師（12人）、 
　保育士（２人）、水道課職員（５人）、技能労務職（４人）を除いたものです 

◆一般行政職の級別職員の状況（平成14年４月１日現在） 

◆部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年度とも４月１日現在） 

◆人件費の状況 

（平成13年度一般会計決算） 

※人件費には、特別職（非常勤特別職を含む）に支給 
　される給料や報酬が含まれています 

◆職員の平均給料月額と平均年齢の状況 

（平成14年４月１日現在） 

標準的な 
職務内容 

住民基本 
台帳人口 

H14.3.31 
9,306人 

万円 
757,328

万円 
12,977

万円 
104,296

％ 
13.8

歳出額 
Ａ 実質収支 

人件費 
Ｂ 

人件費率 
Ｂ／Ａ 

◆平成14年度の職員給与費の状況 

（一般会計から給与を支払っている職員分） 

※職員数は左表の①と②の合計です 
※給与費は14年度の当初予算に計上した額で、給与改 
　定分を含んでいます 
※職員手当に退職手当は含まれていません 

職員数 

人 
119

万円 
46,031

万円 
8,383

万円 
19,477

万円 
73,891

給　　料 職員手当 

給 与 費  

期末手当 
勤勉手当 

計 

区　分 

職 員 数  
構 成 比  

主 事 補  
技 師 補  

１級 

1人 
0.9％ 

主　　事 
技　　師 

２級 

26人 
23.9％ 

主　　査 
技　　査 

３級 

19人 
17.4％ 

主任主査 
主任技査 

４級 

19人 
17.4％ 

課長補佐 
係　　長 

５級 

14人 
12.9％ 

課長補佐 

６級 

19人 
17.4％ 

課　　長 

７級 

9人 
8.3％ 

参　　事 

８級 

2人 
1.8％ 

計 

109人 
100.0％ 

一 般 会 計 
　議　　会 
　総　　務 
　税　　務 
　民　　生 
　衛　　生 
　農林水産 
　商　　工 
　土　　木 
　小　　計 
特 別 行 政 
　教　　育 
公営企業等 
　水　　道 
　下 水 道 
　診 療 所 
　そ の 他 
　小　　計 
合　　　計 

 
 
西会津中完成による減 
 
福祉事業充実に伴う増 
 
農業委員会事務局の減 
 
土木事業の減 
 
 
職員の退職に伴う減 

 
3 
42 
8 
10 
13 
16 
2 
12 
106 
 

16 
 
5 
5 
12 
5 
27 
149

 
3 
41 
8 
11 
13 
15 
2 
11 
104 
 

15 
 
5 
5 
12 
5 
27 
146

 
0 
△1 
0 
1 
0 
△1 
0 
△1 
△2 
 

△1 
 
0 
0 
0 
0 
0 
△3 
 

区　　分 

区　分 
平均月額 
平均年齢 

一般行政職 
308,000円 
38.4歳 

技能労務職 
325,900円 
51.2歳 

◆職員の初任給の状況（平成14年４月１日現在） 

区　分 
大 学 卒  
短 大 卒  
高 校 卒  
中 学 卒  

一般行政職 
174,400円 
151,800円 
141,900円 

技能労務職 
 
 

139,000円 
127,000円 

◆三役、教育長の給料の状況 

（平成14年４月１日現在） 

区　分 
町　　長 
助　　役 
収 入 役  
教 育 長  

給 料 月 額 
756,000円 
636,000円 
604,000円 
604,000円 

13年度 
職員数（人） 

14年度 
前年対 
比増減 

主な増減理由 

① 

 

② 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
！
紅
葉
の
シ
ー
ズ
 

　
　
　
　
ン
で
す
ね
。
 

　
　
　
　
　
今
月
も
引
き
続
き
、
カ
ナ
ダ
と
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
掲
 

載
し
ま
す
。
 

 
カ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
比
べ
て
経
 

済
規
模
が
小
さ
く
、
人
口
も
少
な
い
で
す
。
 

こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
経
済
的
な
格
 

差
が
生
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
い
 

ま
す
。
 

 
両
国
の
関
係
に
は
貿
易
が
あ
り
ま
す
。
現
 

在
、
お
互
い
が
一
番
大
き
な
貿
易
相
手
国
で
、
 

カ
ナ
ダ
は
輸
出
品
の
　
　
以
上
を
ア
メ
リ
カ
 

に
輸
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
輸
出
品
の
ほ
と
 

ん
ど
は
、
天
然
ガ
ス
や
石
油
な
ど
の
天
然
資
 

源
で
あ
る
た
め
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
天
然
資
源
で
製
品
を
作
 

り
、
逆
に
カ
ナ
ダ
へ
資
源
費
と
製
造
費
を
あ
 

わ
せ
た
価
格
で
輸
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

現
在
の
貿
易
で
は
黒
字
で
す
が
、
こ
の
よ
う
 

な
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
が
増
え
れ
ば
、
カ
 

ナ
ダ
は
、
す
ぐ
に
貿
易
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
 

い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
貿
易
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
も
起
 

き
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
は
自
由
 

貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
 

は
自
国
の
企
業
を
守
る
た
め
に
協
定
を
無
視
 

し
、
去
年
、
針
葉
樹
材
に
対
す
る
関
税
を
実
 

 

80
パ
ー
 

セ
ン
ト
 

　
　
月
　
日
、
都
市
の
方
と
の
交
流
実
験
事
業
「
健
 

康
体
感
ツ
ア
ー
」
の
公
開
講
座
と
し
て
、
健
康
講
演
 

会
が
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

 
講
演
会
で
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
今
西
教
授
 

が
漢
方
や
鍼
、
灸
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
西
洋
 

医
学
を
補
完
す
る
代
替
医
療
に
つ
い
て
詳
し
く
講
演
、
 

参
加
者
は
西
洋
医
学
と
代
替
医
療
が
一
緒
に
な
っ
た
 

理
想
的
な
統
合
医
療
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　９月28日、交通安全町民大会が野沢小体育館で開催されました。この日 
は雨のためパレードが中止になりましたが、警察音楽隊による演奏会が行 
われ、大会では山口町長が「無事故をめざし努力していきたい」とあいさ 
つ、つづいて功労者やポスターコンクール入賞者の表彰が行われ、最後に 
「無事故で明るい住みよい町を築く」という大会宣言が採択されました。 

22

10

は
り
 

き
ゅ
う
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施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
カ
ナ
ダ
の
会
社
 

は
倒
産
し
、
失
業
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
ほ
か
に
も
カ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
 

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
文
化
や
技
 

術
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
て
 

い
る
か
ら
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
テ
レ
ビ
番
組
は
、
 

ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
で
作
ら
れ
た
も
の
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
力
で
、
カ
ナ
ダ
 

に
有
り
ア
メ
リ
カ
に
は
無
い
国
民
全
員
保
険
 

制
度
が
、
カ
ナ
ダ
か
ら
無
く
な
っ
て
し
ま
う
 

恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ド
 

ル
が
安
い
た
め
、
医
師
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
 

ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
 

起
き
て
い
ま
す
。
最
近
、
カ
ナ
ダ
の
ア
イ
ス
 

ホ
ッ
ケ
ー
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が
、
よ
り
良
い
競
 

技
環
境
や
お
金
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ
に
移
り
、
 

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
も
選
手
が
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
 

･
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
･
リ
ー
グ
（
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）
か
 

ら
ア
メ
リ
カ
ン
･
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
･
リ
ー
グ
 

（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
に
移
籍
す
る
と
い
う
現
象
が
起
 

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
け
ば
 

カ
ナ
ダ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
は
低
下
し
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
、
世
界
の
国
々
に
も
関
係
の
あ
る
 

イ
ラ
ク
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
行
動
に
つ
い
 

て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
 

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
一
方
 

的
な
武
力
行
使
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
世
界
に
 

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
は
、
国
連
 

の
審
議
に
基
づ
き
、
慎
重
な
対
応
を
と
る
べ
 

き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
桐
下
駄
闊
歩
か
っ
ぽ
ま
つ
り
（
町
商
工
会
商
 

店
街
活
性
化
委
員
会
主
催
）
が
　
月
６
日
に
商
 

業
団
地
で
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
も
と
町
内
の
 

道
祖
神
を
巡
る
健
康
ウ
ォ
ー
ク
大
会
や
利
き
酒
 

会
、
秋
刀
魚
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
の
催
し
が
行
 

わ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
こ
の
日
は
コ
ス
モ
ス
祭
も
同
時
開
催
 

さ
れ
、
多
彩
な
催
し
で
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

10

　オープンから10周年を迎えたロータスインで、10月14日、温泉フェスティバル 
が開催され、歌謡ショーや露店に多くの人が訪れて賑わいました。 
　また、この日は往年の名車が駆け抜けるスポーツカーの祭典「ラ・フェスタ・ 
ミッレ・ミリア」も行われ、チェックポイントとなったロータスインには名車や 
タレントを一目見ようと大勢の人が集まり、活気であふれていました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

おばあちゃんといっしょに料理（いも煮会） 

なかよくグラウンドゴルフ体験（ニュースポーツ） ナイス！バッティング（野沢町内ソフトボール大会） 

世
代
交
流
会
 

  

  

                 い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
も
子
ど
も
と
一
緒

に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
「
子
ど
も
に
帰
っ
た
み

た
い
だ
。
楽
し
い
。
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

世
代
を
超
え
た
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

  好
天
の
な
か
、
程
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
 

優
　
勝
　
芝
　
草
チ
ー
ム
 

第
二
位
　
６
町
内
チ
ー
ム
 

第
三
位
　
5
町
内
・
連
合
チ
ー
ム
 

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 

優
　
勝
　
芝
　
草
チ
ー
ム
 

第
二
位
　
9
町
内
チ
ー
ム
 

第
三
位
　
8
町
内
・
堀
越
チ
ー
ム
 

   　
　
月
　
日（
土
）、
西
平
緑
地
休
養
施
設
（
旧

バ
ラ
園
）
に
お
い
て
す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
た

秋
空
の
下
、
世
代
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
公
民
館
少
年
教
室
「
に
し
あ
い
づ
わ

ん
ぱ
く
塾
」
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の

受
講
生
と
高
齢
者
学
級
「
歳
百
合
学
園
」
の
受

講
生
の
皆
さ
ん
で
す
。
 

　
交
流
会
で
は
、
す
ば
ら
し
い
景
観
を
眺
め
な

が
ら
公
民
館
か
ら
西
平
緑
地
休
養
施
設
ま
で
ハ

イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
も
煮

会
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
高
齢
者
の
方
に
野
菜

の
皮
の
む
き
方
や
切
り
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
お
い
し
い
芋
汁
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
昼
食
後
は
、
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
1

つ
の
班
に
な
り
、
全
８
ホ
ー
ル
を
一
緒
に
周
り

ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
は
経
験
者
も
多
く
、

難
し
い
ホ
ー
ル
を
少
な
い
ス
コ
ア
で
終
了
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
も
熟
練
し
た
技
に
感
心
し
て
 

      　
　
月
　
日
（
日
）
、
野
沢
地
区
で
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
さ
ゆ
り
公
園

多
目
的
広
場
・
野
球
場
・
体
育
館
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
両
大
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
　
自
治
区
の
参
加

が
あ
り
、
当
日
は
、
運
動
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
 

10

12

10

14

13 世
代
交
流
会

世
代
交
流
会
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9月の新刊案内 
 
絵　本 
 
 
児童書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一般書 

　　書　　　　　　名 
あかちゃんのためのことばの絵本 
ふ　　で　　こ　　ぞ　　う 
モンスター・ホテルでおばけバラ 
かいけつゾロリのてんごくとじごく 
ホビットの冒険上・下  
ひとが否定されないルール 
人 生 百 年 私 の 工 夫  
生　き　か　た　上　手 
マッサージ入門ガイド  
はじめてのビーズアクセサリー 
動　く　お　り　が　み 
風　の　帰　る　場　所 
ワールドカップ日本代表2002の記憶 
声に出して読みたい日本語2 
泳ぐのに、安全でも適切でもありません 
生　　　　き　　　　る 
晴 子 情 歌 上 ・ 下  
　　　　　花 
ト　　　　キ　　　　オ 
老 い て こ そ 人 生  
さ 　 く 　 ら 　 え 　 び  
熱狂、幻滅、そして希望 
2002FIFAWorldCupレポート 
青　空　の　む　こ　う 

　著　者　名 
桑　原　伸　之 
せ な け い こ 
柏　葉　幸　子 
原　　　ゆたか 
J.R.R.トールキン 
日　木　流　奈 
日野原　重　明 
日野原　重　明 
スーザン・マンフォード 
 
布　施　知　子 
宮　崎　　　駿 
 
斎　藤　　　孝 
江　国　香　織 
乙　川　優三郎 
高　村　　　薫 
林　　　真理子 
東　野　圭　吾 
石　原　慎太郎 
さくらももこ 

村　上　　　龍 
 
アレックス・シアラー 

インディアカ 

卓　　　　球 

グラウンドゴルフ 

スイミング（水泳） 

ペ タ ン ク 

ストレッチ体操 

レクダンス 

カローリング 

エアロビクス 

4、11、18、25 

12、26 

6、13、20、27 

2、9、16、23、30 

16 

18 

1 

7、21 

9、23

月 

火 

水 

土 

土 

月 

金 

木 

土 

19：00～20：30 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

19：30～20：30 

13：00～15：00 

19：00～20：00 

19：00～21：00 

10：00～12：00 

17：00～18：30

旧群岡中学校体育館 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園室内プール 

さゆり公園ふれあい広場 

 

西会津町公民館 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　　場 

西会津スポーツクラブ 

11月教室開催案内 

※スイミング教室については、プール利用料として400円 
　が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツ 
　クラブにお申し込みください。くわしくは、西会津町公 
　民館・体育振興係（　45－3244）へお問い合わせくださ 
　い。 

　
「
空
を
飛
ぶ
鳥
さ
え
も
父
よ
母
よ
と
慕
っ
て
 

行
く
の
に
、
我
等
が
父
上
様
は
い
づ
く
に
お
わ
 

す
の
か
？
」
と
二
人
の
子
供
か
ら
訪
ね
ら
れ
た
 

母
親
の
お
こ
ん
。
し
か
し
「
お
前
た
ち
の
父
上
 

は
、
こ
の
私
に
横
恋
慕
を
し
た
触
れ
頭
の
猪
ノ
 

鼻
の
与
吉
と
そ
の
一
味
三
人
の
手
に
掛
か
っ
て
 

殺
さ
れ
た
ん
だ
よ
」
と
、
そ
の
原
因
は
言
え
な
 

い
。
と
い
っ
て
、
死
亡
の
事
実
を
話
さ
な
い
訳
 

に
は
い
か
な
い
の
で
、
「
過
ぐ
る
五
年
前
の
桜
 

時
、
お
前
た
ち
の
父
上
根
々
兵
衛
 

殿
は
糠
塚
山
の
楊
貴
妃
桜
の
花
見
 

の
宴
に
お
い
て
猪
ノ
鼻
の
与
吉
、
 

森
野
村
の
森
之
進
、
松
尾
村
の
太
 

郎
丸
三
人
の
悪
者
に
謀
ら
れ
て
夕
 

べ
露
と
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
 

よ
」
と
涙
な
が
ら
に
打
ち
明
け
た
 

の
で
あ
っ
た
。
 

　
そ
れ
を
聞
い
た
姉
の
お
は
つ
と
 

弟
の
治
郎
兵
衛
は
歯
を
く
い
し
ば
 

り
、
今
す
ぐ
に
も
そ
の
仇
を
討
っ
 

て
や
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
何
と
 

い
っ
て
も
ま
だ
五
つ
の
幼
児
で
あ
る
。
母
子
三
 

人
手
を
取
り
合
っ
て
流
す
無
念
の
涙
は
、
照
る
 

月
に
雹
を
降
ら
す
が
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
 

 　
か
く
し
て
天
保
四
年（
一
八
三
三
）、
お
は
つ
と
 

治
郎
兵
衛
は
十
五
歳
と
な
っ
た
。
母
お
こ
ん
は
 

そ
の
二
人
を
神
棚
の
前
に
座
ら
せ
 

　
「
さ
て
お
前
た
ち
、
こ
れ
ま
で
父
上
の
鬱
憤
 

忘
れ
る
こ
と
な
く
年
月
を
過
し
て
来
た
が
、
も
 

す
 

は
か
 あ

だ
 

や
し
ろ
 

こ
も
 

う
し
み
つ
ど
き
 

お
き
な
 

よ
い
か
な
よ
い
か
な
 

う
っ
ぷ
ん
 

ひ
ょ
う
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 は

や
成
人
の
身
と
な
れ
ば
何
と
し
て
で
も
敵
を
 

取
っ
て
お
く
れ
。
だ
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
相
 

手
は
名
う
て
の
悪
党
ど
も
、
容
易
な
こ
と
で
は
 

討
た
れ
ま
い
。
そ
れ
で
思
い
当
た
っ
た
の
は
、
 

野
沢
本
町
は
我
が
氏
神
の
正
一
位
稲
荷
大
明
神
 

様
。
あ
の
お
方
に
誓
願
を
尽
し
て
お
頼
み
申
す
 

な
ら
ば
、
き
っ
と
き
っ
と
お
力
を
授
け
て
下
さ
 

る
に
相
違
な
い
。
さ
あ
思
い
立
っ
た
る
今
日
が
 

吉
日
、
お
は
つ
、
治
郎
兵
衛
、
私
も
共
に
祈
願
 

　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
か
ら
、
い
ざ
や
急
ぎ
 

　
　
　
　
　
参
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」
 

　
　
　
　
　
　
と
二
人
の
子
を
う
な
が
し
、
本
 

　
　
　
　
　
町
は
稲
荷
山
に
鎮
座
の
お
社
を
指
 

　
　
　
　
　
し
て
芝
草
村
の
家
を
出
た
。
 

　
　
　
　
　
　
こ
の
稲
荷
神
社
は
『
新
編
会
津
 

　
　
　
　
　
風
土
記
』
に
「
本
町
ノ
南
七
町
ニ
 

　
　
　
　
　
ア
リ
。
境
内
東
西
六
間
、
南
北
九
 

　
　
　
　
　
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
私
が
 

　
　
　
　
　
小
学
生
時
代
は
こ
の
山
で
ス
キ
ー
 

　
　
　
　
　
大
会
が
催
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
 

　
　
　
　
　
　
そ
の
山
の
お
社
に
今
か
ら
百
六
 

十
九
年
前
、
お
こ
ん
母
子
三
人
は
七
日
七
夜
断
 

食
の
お
籠
り
を
し
た
わ
け
だ
が
、
や
が
て
六
日
 

目
の
丑
満
刻
、
母
子
の
夢
の
中
に
白
髪
の
翁
が
 

現
れ
給
い
、
「
善
哉
善
哉
、
そ
の
念
願
、
天
道
 

に
明
ら
か
な
り
。
今
の
浮
き
世
は
人
間
ど
も
さ
 

え
も
敵
討
ち
な
ど
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
し
世
の
 

中
な
る
に
、
な
ん
じ
ら
狐
の
身
を
も
っ
て
父
の
 

仇
を
討
ち
た
い
と
は
誠
に
も
っ
て
奇
特
な
り
。
 

さ
は
さ
り
な
が
ら
…
…
」
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

絵
・
斎
藤
工
房
 

　
　
　
　
会
津
徳
寿
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◆バランスを考えた３度の食事 

◆十分な睡眠 

  

          
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
ま
た
、
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
で
は
、
抵
抗
力

が
弱
い
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
無
料
で
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
効
果
は
約
五
カ
月
間

持
続
し
ま
す
が
、
接
種
を
し
て
か
ら
抵
抗
力
が

つ
く
ま
で
約
二
週
間
か
か
り
ま
す
の
で
、
流
行

前
十
二
月
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

   　
町
で
は
、
地
域
と
患
者
、
そ
の
家
族
の
か
け

は
し
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
方
を
養
成
す

る
た
め
、
昨
年
度
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
は
月
一
回
の
学
習
を
兼
ね
た
定

例
会
へ
の
参
加
や
デ
イ
ケ
ア
へ
の
参
加
交
流
で

活
動
し
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ
の
病
気
を
も
つ
方
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
く
安
心
し
て
生
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
で
き
る
環
境
づ
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
た
め
、
み
な
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
精
神
疾
患
に
対
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
正
し
い
理
解
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
で
の
助
け
合
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
必
要
で
す
。
 

   　「
こ
こ
ろ
の
病
気
」と
い
わ
れ
る
精
神
疾
患
は
、
 

疲
れ
や
す
い
、
集
中
力
が
な
く
な
る
、
考
え
が

ま
と
ま
ら
な
い
な
ど
、
日
常
生
活
は
も
と
よ
り

就
業
が
難
し
く
、
外
出
は
通
院
の
み
と
人
と
の

交
流
も
限
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た
生

活
が
何
年
も
続
く
と
社
会
生
活
が
困
難
に
な
り

ま
す
。ま
た
、「
こ
こ
ろ
の
病
気
」は
外
見
で
は
分

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
 

日
々
の
生
活
の
し
に
 

く
さ
が
周
り
の
方
に
 

理
解
さ
れ
ず
、
近
所
 

の
人
な
ど
と
の
交
流
 

も
途
絶
え
が
ち
に
な
 

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

精神疾患を正しく理解し、地域での助け合いの輪を広げましょう 

　町では、こころの病気を治療している方々のリ 
ハビリテーションの場として、デイケア「あつま 
っ会」を月に１～２回開催するとともに、あつま 
っ会だよりを発行しています。 
●対象者 
　精神疾患を治療中の方で、もっと体力をつけた 
い、また、人との接し方が上手になりたい、趣味 
や友人を見つけたいなどの希望があり、主治医か 
らの承諾があった方 
●会　場　保健センター 
●時　間　午前８時３０分～午後１時 
●内　容　畑作業や手工芸、調理実習、軽運動、 
　　　　　交流会など 
 
 
　病気に関する情報を提供するとともに、家族の 
方々が元気をとりもどす場として、精神疾患で通 
院している方の家族を対象とした家族教室「家族 
もあつまっ会」を年５回程度開催し、たよりの発 
行も行っています。 
 
　それぞれの会への参加にかかわらず、希望者へ 
のたよりの送付を実施していますので、希望され 
る方は、お気軽に保健センターへ問い合わせくだ 
さい。 

47
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みんなの広場 みんなの広場 
五
十
嵐
和
江
 

　
　
〔
5
町
内
〕
 
さ ん 

　雅楽川芳江さん（10月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　試合で勝てるよう、インディアカ 
頑張りましょう。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

車
峠
か
ら
の
群
岡
地
区
の
眺
め
 

（
こ
の
風
景
を
見
る
と
、
頑
張
ろ
う
と
い
 

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
）
 

あなたの趣味は？ 
　読書です。最近は読書が睡眠 
薬になっています。 
 
最近感動したことは？ 
　親子４人で、富士山を見に行 
ってきたこと。片道７時間もか 
かりました。 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　トイレの100ワットの電球。 

あなたのモットーは？ 
　思いやりの心と、感謝の心を 
忘れないことです。 
   
次の方を紹介してください。 
　Ｔ．Ｉさん（西原） 

 
今
月
は
、
芝
草
の
恩
田
鬼
子
郎
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
恩
田
さ
ん
は
、
現
在
、
約
百
三
十
世
帯
の
芝
草
自
治
区
の
会
 

計
を
務
め
な
が
ら
、「
コ
ス
モ
ス
街
道
」推
進
委
員
会
の
会
長
を
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
コ
ス
モ
ス
街
道
づ
く
り
の
話
は
、
一
昨
年
、
近
所
の
人
た
ち
 

で
集
ま
っ
た
と
き
に
持
ち
上
が
っ
た
そ
う
で
、
働
き
手
の
減
少
 

に
よ
り
、
周
辺
の
田
畑
の
草
が
伸
び
放
題
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
 

花
を
植
え
た
ら
き
れ
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
、
 

春
の「
水
仙
」、
秋
の「
コ
ス
モ
ス
」を
植
え
、
芝
草
の
新
町
橋
か
 

ら
国
道
四
十
九
号
の
間
を
通
る
人
た
ち
が
、
目
を
癒
す
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
花
の
手
入
れ
や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
会
員
五
十
二
名
、
賛
助
会
員
五
十
名
。
 

 
「
み
ん
な
仕
事
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
会
員
に
は
地
元
の
み
な
 

ら
ず
群
岡
地
区
の
方
や
小
学
生
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
協
力
 

し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
 

す
。
今
年
も
全
国
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加
、
県
審
査
で
優
秀
 

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
（
恩
田
さ
ん
）
 

 
そ
の
よ
う
に
話
す
恩
田
さ
ん
に
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
 

「
会
員
同
士
で
親
睦
を
深
め
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
づ
く
り
や
人
 

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
す
か
ね
ぇ
」
と
話
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

 
委
員
会
で
は
、
十
 

月
六
日
に
「
コ
ス
モ
 

ス
祭
」
を
盛
大
に
開
 

催
し
ま
し
た
。
 

 
最
後
に
恩
田
さ
ん
 

は
、「
今
、整
備
中
の
 

芝
草
橋
屋
線
を
は
じ
 

め
、
町
全
体
に
こ
の
 

街
道
づ
く
り
を
広
め
 

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
 

…
」
と
語
っ
て
い
ま
 

し
た
。
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                     ●
　
月
　
日
付
 

　
退
職
 
猪
俣
正
博（
参
事
兼
企
画
調
整
課
長
）
 

●
　
月
　
日
付
 

　
退
職
 
上
野
進
（
地
域
振
興
課
長
）
 

●
　
月
１
日
付
 

　
企
画
調
整
課
長
伊
藤
要
一
郎
（
総
務
課
長
補
 

　
佐
兼
総
務
係
長
）
▼
地
域
振
興
課
長
兼
地
域
 

　
振
興
係
長
斎
藤
久
（
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
 

　
課
長
兼
町
史
編
さ
ん
室
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
 

　
所
長
兼
総
務
係
長
）
▼
町
民
生
活
課
長
兼
町
 

 
民
生
活
係
長
長
谷
川
文
男
（
町
民
生
活
課
長
 

 
補
佐
兼
町
民
生
活
係
長
）
▼
総
務
課
長
補
佐
 

 
兼
総
務
係
長
会
田
秋
広
（
地
域
振
興
課
長
補
 

 
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）
　
（
　
）
内
は
旧
任
 

                      ◆
内
容
 
「
食
べ
物
が
た
ど
る
道
 
〜
消
化
と

　
吸
収
〜
」
と
題
し
て
、
食
べ
物
が
ど
の
よ
う

　
に
体
の
中
で
消
化
、
吸
収
さ
れ
る
の
か
、
そ

　
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
 

◆
講
師
 
会
津
大
学
短
期
大
学
部
 

　
　
　
　
食
物
栄
養
学
科
　
成
田
　
健
 
教
授
 

◆
日
時
 
　
月
９
日
　
、
　
日
 

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
３
時
　
分
 

◆
会
場
 
同
大
学
部
　
　
教
室
 

 
な
お
、
当
日
会
場
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
大
学
短
期
大
学
部
学
生
係
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
２
３
０
１
 

                   　
◆
会
場
 
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
税
務
署
総
務
担
当
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
０
 

    
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明
会
を

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
当
日
、
年
末
調
整
の

関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
税
務
署
か
ら

通
知
が
あ
っ
た
事
業
者
は
出
席
く
だ
さ
い
。
 

◆
日
時
 
　
月
　
日
　
　
午
後
1
時
　
分
〜
 

◆
会
場
 
町
公
民
館
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
税
務
署
源
泉
担
当
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
６
４
 

                      
 
月
 
日
か
ら
 
日
ま
で
は
「
税
を
知
る
週

間
」
で
す
。
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間

中
「
み
ん
な
の
税
の
広
場
」
を
開
設
し
、
税
に

関
す
る
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
税

理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
も
開
催
し
ま
す
。
 

○
み
ん
な
の
税
の
広
場
 

 
◆
日
時
 
　
月
　
日
　
〜
　
日
 

 
 
 
 
　
午
前
　
時
〜
午
後
５
時
 

　
◆
会
場
 
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
 

　
◆
内
容
 
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
、
 

　
　
　
　
　
納
税
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
 

○
税
の
無
料
相
談
 

　
◆
日
時
　
　
月
　
日
　
、
　
日
　
、
　
日
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

　平成15年分の申告から専門野菜畑（販売用の野菜畑） 

の農業所得標準が廃止されます。 
◆販売用の野菜を作付けしている方は、平成15年分の 
申告（平成16年２月16日～３月15日申告分）から、水 
稲や自家用畑を含むすべての農産物について、実際の 
収入金額から必要経費を差し引く収支計算により農業 
所得を算出していただくことになり、今までの農業所 
得標準を使うことができなくなります。 
　例えば、１㌶の水稲のほか、販売用のアスパラガス 
などの野菜を作付けしている場合は、水稲と販売用野 
菜のすべての農産物について収支計算により農業所得 
を算出することになります。 
◆収支計算を行うため、次の記録等の保存が必要です。 
○農産物を販売したときの記録と出荷伝票、請求書、 
　領収書の控などの保存 
○農産物を家事消費（自宅での消費や親戚等への贈答 
　など）したときの記録 
○農産物を事業消費（米など農産物による小作料の支 
　払い等）したときの記録 
○年末において在庫（未販売、未使用）となっている 
　農産物、肥料、農薬、諸材料などの記録と納品書、 
　請求書、領収書等の保存 
○各種経費にかかる記録と請求書、領収書などの保存 
◆収支計算説明会の開催について 
　平成15年分の申告から、実際の収入金額から必要経 
費を差し引く収支計算により農業所得を算出すること 
になるため、来年１月から上記の記録等の保存が必要 
となります。 
　税務署と町では、次の日程により説明会を開催しま 
すので、お気軽に出席ください。 
○開催日　11月20日（水） 
○時間・会場　◎午前10時～JA会津いいで西会津支所 
　　　　　　　◎午後２時～町役場奥川支所 
【問い合わせ先】 
　喜多方税務署　　０２４１－２４－５０５７ 
　町 税 務 課　　４５－２２１２ 

11 10

31

10

14

10

11

11

11

17

2424

11

（月） 

（火） 

（木） 

12

11

1110

（月） 

11

19

30

（火） 

11

16

30
37

30

310
（土） 

（土） 

（日） 

17

14
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各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
 

　
　
と
と
も
に
、
具
体
的
な
情
報
を
電
話
で
提

　
　
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
◆
利
用
日
 
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
 

　
◆
利
用
時
間
 
午
前
９
時
　
分
〜
午
後
４
時
 

　
　
　
　
　
　
　
　
分
 

　
◆
電
話
番
号
 
０
２
４
│
　
│
２
０
２
０
 

○
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
 

　
◆
内
容
 
出
産
や
育
児
ま
た
は
介
護
を
理
由

　
　
に
退
職
し
た
方
で
、
将
来
働
け
る
よ
う
に

　
　
な
っ
た
と
き
に
再
就
職
を
希
望
す
る
方
を

　
　
登
録
し
、
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
◆
支
援
内
容
 
 
 

 
 
◎
情
報
誌
の
送
付
 

 
 
◎
登
録
者
同
士
の
交
流
会
の
実
施
 

 
 
◎
再
就
職
準
備
の
た
め
の
個
別
相
談
 

 
 
◎
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
に
か
か
る
援
助
 

 
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 （
財
）
　世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務
所
 

　
　
０
２
４
│
　
│
３
０
３
０
 

     
近
年
、
交
通
事
故
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
 

か
ら
、
そ
の
解
決
に
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
、
 

（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
「
自
動
車
保

険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
請
求
に
つ
い
て
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
 

　
　
０
２
４
│
　
│
１
２
９
５
 

   
町
で
は
、
社
会
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、（
財
）日
本
宝
く
じ
協
会
の

助
成
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し

ま
し
た
。
 

                    
 

  （
財
）
　世
紀
職
業
財
団
で
は
、
育
児
や
家
族

の
介
護
を
行
う
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生

活
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
 

・
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業
」
や
「
再
就
職
希
望
登
録

者
支
援
事
業
」
な
ど
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
 

○
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業
 

　
◆
内
容
 
育
児
や
介
護
、
家
事
等
に
関
す
る
 

  　
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企
業
事
業

者
や
新
規
開
業
者
へ
の
資
金
支
援
、
ま
た
、
家

庭
の
教
育
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
各
種

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

○
事
業
ロ
ー
ン
 

　
◆
利
用
で
き
る
方
 
中
小
企
業
事
業
者
 

　
◆
融
資
額
 
４
　
８
０
０
万
円
以
内
 

　
◆
返
済
期
間
 
運
転
資
金
５
年
以
内
 

 
 
 
 
　
 
 
設
備
資
金
　
年
以
内
 

　
◆
利
率
（
固
定
金
利
）
　
年
　
％
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
（
　
月
　
日
現
在
）
 

○
新
規
開
業
特
別
貸
付
 

　
◆
利
用
で
き
る
方
 
こ
れ
か
ら
開
業
す
る
方
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
開
業
後
５
年
以
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
の
方
 

　
◆
融
資
額
 
７
　
２
０
０
万
円
以
内
 

　
◆
返
済
期
間
 
運
転
資
金
７
年
以
内
 

 
　
 
 
 
 
 
設
備
資
金
　
年
以
内
 

　
◆
利
率
（
固
定
金
利
）
　
年
　
％
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
月
　
日
現
在
）
 

○
教
育
ロ
ー
ン
 

　
◆
利
用
で
き
る
方
 
高
校
や
大
学
等
に
入
学
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
在
学
さ
れ
る
方
 

　
　
　
 
 
 
 
 
 
の
保
護
者
な
ど
 

　
◆
用
途
 
入
学
時
、
在
学
中
に
必
要
な
費
用
 

　
◆
融
資
額
 
学
生
、
生
徒
１
人
に
つ
き
 
万
 

 
 
 
 
 
 
円
以
内
 

　
◆
返
済
期
間
 
 
年
以
内
 

　
◆
利
率
（
固
定
金
利
）
　
年
　
％
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
月
　
日
現
在
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
国
民
生
活
金
融
公
庫
会
津
若
松
支
店
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
３
１
２
０
 

,

1010

10

,

1510

1027

200

10

10

10

521 522

21

21

524

30

30

1.61.62.1
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星　　　昭　衞（72）房　子　　夫　　下小屋 

須　藤　千代子（87）又　市　　母　　萱　本 

鈴　木　サ　ツ（79）　茂　　　母　　松　尾 

鈴　木　マサ子（85）　修　　　母　　松　尾 

安　部　ト　ミ（80）紀　夫　　母　　上野尻 

安　部　貴　志（23）紀　夫　　子　　上野尻 

小　路　タ　メ（86）昭　一　　母　　下野尻 

長谷川　マサノ（87）義　一　　母　　杉　山 

山　口　　　悟（40）國　栄　　子　　新　町 

矢　部　力　男（76）ミツエ　　夫　　中ノ沢 

佐　藤　キ　ソ（68）犬　三　　妻　　極　入 

か 

しゅう 

あ す 

薄　上　明日香　　一弘・　　　　上小島 
 

高　橋　　　脩　　正・美穂　　　柴　崎 

◆日時　11月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

11月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

11月11日（月） 納期限 

12月 2日（月） 納期限 

○町県民税第３期  
○国民健康保険税第４期 
○介護保険料第６期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，２６８人　　　－　３人 
　男　　　４，５０４人　　　＋　１人 
　女　　　４，７６４人　　　－　４人 
世　帯　　３，００９世帯　　＋　２世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
（０２４１）　高橋小児クリニック 
会津若松市‥に い で ら 診 療 所 
（０２４２）　佐　　藤　　病　　院 
　　　　　　山 口 皮 ふ 科 医 院 
 
喜 多 方 市‥小　　野　　病　　院 
（０２４１）　藤　　井　　医　　院 
会津若松市‥あらい内科循環器科クリニック 
（０２４２）　わたなべクリニック 
　　　　　　石 田 眼 科 医 院 
 
喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
（０２４１）　田　　中　　医　　院 
会津若松市‥長谷川内科消化器科医院 
（０２４２）　いとう子どもクリニック 
　　　　　　蛯谷整形外科医院 
 
喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
（０２４１）　手　代　木　医　院 
会津若松市‥北 田 内 科 医 院 
（０２４２）　森 田 小 児 科 医 院 
　　　　　　前 田 眼 科 医 院 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
（０２４１）　佐　　原　　病　　院 
　　　　　　ひ　ら　の　医　院 
会津若松市‥たてうまクリニック 
（０２４２）　さ とう小児科医院 
　　　　　　えんどうクリニック 

猪 苗 代 町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
塩　川　町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 

斉　藤　歯　科 
菊　地　歯　科 
 
猪　俣　歯　科 
平山歯科矯正歯科 
 
大　塚　歯　科 
さいとう歯科 
 
斎　藤　歯　科 
栗　城　歯　科 
 
小 久 保 歯 科  
み ゆ き 歯 科  

（０２４２）６６－２３４１ 
（０２４２）２７－８１１１ 
 
（０２４２）８３－３１００ 
（０２４２）２７－０４２５ 
 
（０２４１）２１－１１８８ 
（０２４２）２９－４６１８ 
 
（０２４１）２７－７７１１ 
（０２４２）２４－６７１１ 
 
（０２４２）８３－２４２１ 
（０２４２）２２－０２２０ 

２２－２１８１ 
２５－７０６６ 
３８－３６７６ 
２６－３５１５ 
２８－９１１９ 
 
２２－０４１４ 
２３－００２３ 
２９－１１３３ 
２４－０５０６ 
２７－０８５８ 
 
２４－３３３３ 
２２－０１４１ 
２２－７１８０ 
２７－４６０１ 
２４－６５１１ 
 
２４－５０２１ 
２２－００３４ 
３８－２６６１ 
２７－７６８６ 
２７－０７０７ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－３１３５ 
２９－２１１２ 
２４－０８３０ 
３３－０７００ 

11月10日 

17日 

23日 

24日 

12月1日 

11月10日 

17日 

23日 

24日 

12月1日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

　
暦
の
上
で
は
、
ま
も
な
く
立
冬
、
 

温
か
い
食
べ
物
が
恋
し
い
季
節
と
な
 

り
ま
し
た
。
▼
あ
る
人
曰
く「
食
」と
 

い
う
字
は
、
今
＝
家
、
ヽ
＝
は
い
芽
、
 

日
＝
米
、
レ
＝
自
在
か
ぎ
、
く
＝
箸
 

を
表
し
、
家
の
中
で
米
を
鍋
に
入
れ
、
 

そ
れ
を
い
ろ
り
の
自
在
か
ぎ
に
掛
け
、
 

炊
き
上
が
っ
た
も
の
を
箸
で
食
べ
る
、
 

と
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
▼
英
語
 

な
ど
横
文
字
を
毎
日
の
よ
う
に
目
に
 

し
ま
す
が
、
古
代
中
国
で
発
生
し
た
 

漢
字
に
あ
る
よ
う
な
独
特
の
風
情
は
 

見
ら
れ
ず
、特
に
ス
ペ
リ
ン
グ（
単
語
 

の
つ
づ
り
方
）
は
覚
え
難
い
も
の
で
 

す
。
▼
こ
れ
か
ら
の
時
期
、「
食
」が
 

表
す
よ
う
に
家
族
で
鍋
を
囲
む
の
も
 

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 


